
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＺＥＮＴＳＵＪＩ Japan 

創創立立：：11996688年年 88月月 44日日  

国際ロータリー 
第２６７０地区 

◆例会日 毎週水曜日 12:30～13:30 

◆例会場 香川県善通寺市文京町 3-3-3 

(事務所)  善通寺商工会議所 2F 

TEL(0877)62-7627 FAX (0877)62-7656 

E-mail zen-rc@downtown21.gr.jp 

WEB http://downtown21.gr.jp/zen-rc/ 

 

◆会 長        ◆幹 事   

田岡 直博      高畑 光宏 

今月の例会プログラム  
 
□ ４月 ２日 地区研修協議会報告 参加者 

■■■ ４月１３日(日)９：３０丸亀自動車学校←9日変更                

         外国人の交通安全教室 １０：００～ 

□ ４月１６日 新会員卓話 近藤 芳洋 会員 

□ ４月２３日 新会員卓話 西山 浩二 会員 

□ ４月３０日 休 会（定款第７条により） 

         

 

 幹 事 報 告    
配 布 物:ロータリーの友４月号 
Mail ﾚﾀ- ：米山米吉記念館会報春号、RI 日本財団事務局ニ
ュース４月号、ガバナー月信４月号 
＊ この後、理事会です。 

 出  席  報  告   正会員３９名  名誉会員１名 

（2025/4/2 現在）   （出席免除会員(b)9 名(a)0 名） 

４/ 2(2742 例会） 会員数 39 名 出席会員 19 名（4 名) 
欠席会員 11名  出席名誉会員：樋笠幸三会員 

3/19（2740 例会） 会員数 39 名  
出席会員 15 名（3 名) 

＜修 正＞ 
メークアップ １４名 
石原慎、葛石、橋本一、近藤芳、岡崎、兼岡、安井、下谷、
森永、酒井、宮武、大坪、西山、髙木君 

 3/19 出席者 32 名 出席率 100％ 

ビ ジ タ ー  ０名 
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2025(令和7)年4月13日発行

 ニコニコBOX       
□辻村啓一君：夫人誕生祝を頂いて 
□白川 等君：お見舞いを頂き有難うございます。皆
様のお顔を２カ月ぶりに見れてうれしいです。これ
からはタバコをやめて真面目にRC活動をします 

□髙木誠一君：地区研修協議会にご参加頂き有難う
ございました。また本日報告頂き有難うございます 

□山下安亮君：地区研修協議会報告有難うございま
す。参加された会員の方にはお疲れ様でした。有
難うございました 

□葛石 智君：米山記念奨学会の報告をさせていた
だきました。ご協力のほどよろしくお願い致します 

□酒井忠行君：地区協議会参加させて頂き有難うご
ざいました 

□橋本修洋君：地区協議会の報告を終えてSAAから
のお願いです。ニコニコの集まりが少ないのでメン
バーのご協力をお願いします 

□浪花 穣君：3/31付にて商工青年部四国ブロック
会長職を無事終えました。約200日間、体調を崩さ
ず終えることができました。有難うございました 

 

                          

 

  

 

 

 

 

 

四つのテスト      真実かどうか 

      みんなに公平か 

      好意と友情を深めるか 

      みんなのためになるかどうか 

                                        

（言行はこれに照らしてから）  

2024‐2025 年度 クラブテーマ 

「奉仕の心を大切に」 

 

総本山善通寺五重塔 

国際ロータリー 

会長   ステファニーＡ．アーチック 

＊＊＊＊＊＊＊
 

国際ロータリー第 2670 地区 
ガバナー 夏見 良宏 

 お 知 ら せ   

★ 次年度理事会及び委員長会のご案内 
 日 時  4月16日（水） 18：00 理事会、18：30 委員長会 
 場 所  焼肉 松坂 本店          
 ※ 関係各位の方は、宜しくお願い致します。 
 
                      

2024-2025年度国際ロータリーのテーマ 

 ニコニコBOX   ➡ 続く    
□樋笠幸三君：久し振りに例会出席 
□近藤芳洋君：3/23 のゴルフコンペで 3 位入賞（ハンディキャ
ップのおかげ）でした。今年もゴルフに精進してまいります 

□白井 聡君：地区研修協議会参加並びに発表させて頂いて
＆先日のコンペ 10 位入賞並びに髙木会員のお見舞も・・ 

 



 

 

 

地区研修協議会報告  

                

＞＞会長・幹事・会計部門  会長 山下 安亮 

 

2025-2026年度国際ロータリー会

長：マリオ・セザール・マルティ

ンス・アマルゴ（国:ブラジル） 

ＲＩテーマ：「よいことのために

手を取りあおう」成長・奉仕、つながりを大切に

して 

2025-2026年度第 2670地区ガバナー:織田 英正 

ガバナー方針: 

「地域密着のロータリーを目指そう」 

 地域の課題を見つめ、自ら考え、よいことのた

めに手を取り合って自ら行動しよう！ 

職業宣言 

カマルゴＲＩ会長エレクトのメッセージ 

会員増強が最優先事項 

・最大の課題である・すべてを同じように保つた

めには、すべてを変えなければならない・よい

ことのために手を取り合おう 

私(ｶﾞﾊﾞﾅｰ)が、地区役員に期待すること 

 ・常に会員の維持と増強を考えてほしい。会員

数は地区資金の金額に直結している。皆がロー

タリー活動に参加するように努力してほしい。

ロータリアンの行動規範に沿って行動してほし

い。My Rotaryを見てほしい（情報が多数あり、

クラブや地区役員の仕事を確認できる）。国際

ロータリー定款細則を見てみよう。 

地域のロータリーを目指そう  

 １．あなたの地域の元気を保つためにロータリ

ーの出来ることを考える 

 ２．あなたの地域の課題を見つけ解決策を探る 

 ３．明るい未来を夢見る人たちを見守り助ける

ロータリークラブになる 

すべてのハラスメントに対応する 

気づいていますか？それ、ハラスメントかも！ 

 ・ロータリー章典「2.120.2」 

 ・「虐待及びハラスメントの防止と報告手続き」

第 2 項及び「26.120.1」成人のハラスメント方

針に関する研修 

地区会計について 

地区資金の明細に変動があり。全体的には一人

当たりの金額は前年度より減額となります。 

地区大会分担金 6000円→5000円 

短期交換特別会計負担金 2500 円→3000 円、新しく

RIJYEM維持協力金に危機対策保険＋100円→170円

と地区包括賠償責任保険 471 円、平和奨学生協力金 

 

 

 
 

15円→30円に緊急災害準備金は 2000円→0円に

なり前年度より-944円。                  

 
＞＞国際奉仕委員会部門 委員長 高畑 光宏 

 
地区国際奉仕委員会は、「国
際間の理解と親善、平和の推
進」を大きな目標に次の 3小委
員会でそれぞれの活動を行っ

ている。  
 
長期交換小委員会：ロータリー青少年長期交換

プログラム  
短期交換小委員会：ロータリー青少年短期交換

プログラム  
国際奉仕ファンド小委員会：ファンド活用国際

奉仕プログラム  
■ロータリー青少年長期交換プログラム 
 長期交換小委員会 
・期間：約 1年間（8 月～7月頃）  
・対象：高校生（派遣／受入各 5名程度） 
・交換先：米国・オーストラリア（豪）  
・形態：個別派遣／受入、現地校に編入、ホ
ームステイ、担当 RCのカウンセリング  

・募集：随時（約 1年前に志願をクラブ国際
奉仕委員長に申し出→長期交換委員会）  

■ロータリー青少年短期交換プログラム 
 短期交換小委員会 
・プログラム開始：1978年～  
・期間：約 3週間（夏期に実施）  
・対象：高校生（派遣／受入各 20名程度）  
・交換先：RI7475地区（米国ニュージャージ

ー州）派遣／受入共にホームステイ(2~3
日）の繰り返し、域内見学等 

・形態：団体派遣／受入  
・【2025·26年度受入（Inbound)】•2025年 6
月 26日～7月 16日 ・学生 20名 

・【2025ー26 年度派遣（Outbound)】・2025
年 7月 31日～8月 21日 ・香川は 7/2-5(水
-土) 

・学生 20名募集（「ガバナー月信」2月号参
照）…募集締切 3月 10日 ・当クラブより
尽誠学園高校より 1名申請中 

■ファンド活用国際奉仕プログラム 国際奉
仕ファンド小委員会  

・クラブ実施の国際奉仕活動への補助金（フ
ァンド原資）…海外への図書寄贈等  

・書き損じはがきキャンペーン（UNESCO世界
寺子屋運動）への寄付金募集と贈呈 

・クラブの国際奉仕活動への支援・協力…海
外友好クラブ締結の情報等 
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 ＞＞青少年奉仕委員会部門  委員長 兼岡 誠  
 
地区の全体会議が高知県立県民文化ホール

で行われ大勢のロータリアンが集い、その雰囲
気に圧倒されながら、夏見ガバナーによる点鐘
で会がスタートしました。 
そして、次に部門別協議会がクラウンパレス

新阪急高知に場所を移して行われました。 
2025-2026年度国際ロータリー第2670地区ガ

バナー方針である「地域密着のロータリーを目
指そう」というスローガンを達成するために各
地域におけるロータリークラブの特色を踏ま
えた活動を考えて行くことが必要であると唱
われ、その一つの事例として、大学を母体とし
た１８歳以上の成人によって構成される組織
体ローターアクトクラブの活動報告がありま
した。 
ローターアクトクラブは、社会奉仕と国際奉

仕を通じて行動し、リーダーシップのスキルを
身につけ社会人として成長するために、地域社
会や世界の問題に取組み、仲間と楽しみながら
奉仕することに関心のある人が会員となって
いるクラブです。特に若い社会人と大学生創立
のための最低人数は１２人となります。 
ただ、このような活動は特定の地域でないと

成り立ちません。 
例えば、四国内でも人口減少が著しい地域で

は大学生等によるローターアクトクラブは成
立しがたい状況であろうかと思います。そこで、
やはり各地域の実情に沿った青少年奉仕活動
を展開していかなくてはなりません。委員長か
ら「ロータリーはごみを拾う人を育てるのでは
なく、ごみを捨てない人を育てる取組をしてい
く」旨のお言葉がありました。 
私もこの言葉の意味を考えながら、現在の青

少年奉仕活動を振り返っておりました。以上の
ことから、現在、善通寺ロータリークラブでは、
ソフトテニス杯やこども園園児を招待しての
ブルーベリー摘みを恒例活動として展開して
おり、各活動とも好評を博しております。今後
も善通寺市の特色を踏まえた青少年奉仕活動
を考えていきたいと学ばせて頂きました。 
       

＞＞ロータリー財団部門  担当 橋本 修洋 
 
 RI2670地区研修協議会にお
ける部門別協議会のロータリ
ー財団委員会の報告をします。 
全体会議は高知県立県民文

化ホールで行われました。次
年度第 2670 地区織田ガバナーの方針等が報告
されました。 
 続いて会場をクラウンパレス新阪急高知に 

 
 
 
 
移して、部門別協議会に入りました。私はロー
タリー財団委員会（米田委員長）に出席しまし
た。 
まず、ロータリー財団は各ロータリアンから

の寄付によって運営されています。 
活動方針としては、 
①資金管理委員会 
この委員会は、寄付されたお金が適切に使

用されているか管理する委員会です。 
②地区補助について 

各クラブ活動するにあたり資金面で補助
を受けるシステムです。 
③ロータリー財団奨学小委員会 
  当委員会は財団奨学委員会は、分離されて
います。また、事業としては基本的優秀な人
材を海外に送り出すことに補助金を出す。 
④ポリオプラス小委員会 
  ロータリーがポリオ根絶を掲げてから長
い年月が経ちますが、これまでの活動はポリ
オ今月に向けて着実に進んでいます。世界の
現状としては、2024年は 99症例があります。 
 今、ポリオが流行している国は、アフガニ
スタンとパキスタン 2 か国です。（アフガニ
スタン74症例、パキスタン25症例､2025.2.24
時点）今後もポリオウイルス根絶にはワクチ
ン接種が有効な対策となります。 
それには長い年月と多額の資金は必要です。

どうかご協力をお願いします。 
 

＞＞米山記念奨学会部門  担当 葛石 智 
 
 次年度は高知から委員長
（尾崎様）が選任され事業報
告をされました。中心とした
依頼事項は、 
１。奨学生を卓話に積極的に

読んでもらいたい。ただし、事業予算の関係で
卓話に際して謝礼金１万円を各クラブに送金
していましたが、次年度より委員会の負担金が
なくなり各クラブで負担してください。 
２．地区として奨学生の割り当てが寄付額によ
って決まっていますが、２６７０地区は個人寄
付が少ない（人数）ため、寄付総額に見合う人
数の確保が出来ていないので、個人寄付への参
加者の増加をお願いします。 

 

＞＞クラブ・職業・社会奉仕部門   
代理 酒井 忠行 

  

まずは会員増強について、ク
ラブの活性化には増強が必須
です。という事で、その後は、

社会奉仕活動のアンケートを各クラブに依頼の
返答へのお礼とまとめというか結果報告があり 
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ました。 
回答は 53 クラブ、102事業 
１. 主な活動 クラブ数 
海岸・河川の清掃 13、公園・施設等の清掃 15、植

樹 9、子供たちへの支援 18、お遍路関係 8、海外支援
2、 福祉施設関係支援８、献血 3 

  
２． 財団補助金活用事業 5 
３． 今年度新規事業 9 
４． 継続期間の長い事業 5 
最後に、 
四国はクラブの特性を生かして会員 30 名未満が半
数以上、奉仕活動に区切りはない。 
クラブの特性を大事にするクラブは存続となる。 
4つのテストを活用して職業奉仕に生かすといい。 
と話されました。 
 

＞＞会員増強委員会部門      委員長 白井 聡 
 
会員増強（新規会員の獲得）               
ロータリークラブの活動、地域貢献、ネットワークのメリ
ット 
既存会員に、知人やビジネスパートナーを紹介しても
らう 
例会やイベントに非会員を招待し、ロータリーの雰囲
気気を体験してもらう 

■会員維持（既存会員の満足度向上） 
会員が楽しめる内容にし、学びや交流の機会を増や 
す   
例会以外にも懇親会や小グループ活動を企画する 

■退会防止（会員のモチベーション維持） 
退会しそうな会員がいないか、役員や委員と情報を
共有し、個別にフォローする 
会員が負担に感じていること（会費、時間、役割）を把
握し改善策を検討 

 
＞＞公共イメージ向上 DEI委員会部門  

 代理 髙木 誠一  
 
 ロータリー公共イメージ向上

DEI 委員会は３年前に発足した委
員会で４年目に成ります。 
ロータリークラブの認知度や信頼

性を高めるとともに、多様性を尊重
し、公平性のある包括的なコミュニティを形成する役割
を担っています。活動や理念を広く社会に発信し、地域
社会との繋がりを深めることが求められます。その為に
は、メディアや SNSを通じた効果的な広報活動を行い、
地域社会との連携の強化をお願いします。 
これらを実現する上で、SNSは欠かせないツールです。

SNS を活用することで、幅広い層にロータリークラブの
活動を届ける事が可能になり、特に若い世代へのアプ
ローチがしやすくなります。このような事から今後の
各クラブの活動の写真を地区に送って頂きたいと 

 

 

 
 
思います。 
公共イメージ向上 DEI 委員会の役割を大変

丁寧に分かりやすく、誰もが活用しやすいよう
にまとめ上げた大阪ロータリークラブのホーム
ページが有りますので、ご確認をお願いしま
す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                樋笠幸三 名誉会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月２日例会では、病気に打ち勝った白川会員と 

久し振りに樋笠名誉会員が出席されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                会長よりお見舞いを 

             元気で例会に来られてよかったです。 
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